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６月会議は６月3日～25日まで行われ20件の議案等が議決されました。

儲かるおかやま園芸産地育成事業費
県の振興品目に位置付けられている品目や、業務
用野菜等において、高品質、省力化を図る機械及
び施設の導入等を支援する事業
　岡山県園芸総合対策事業費　296万円　増額
　リンドウ　アスパラガス　キュウリ
　ブドウ（ピオーネ）

放課後児童クラブ事業費
会計年度任用職員（児童クラブ指導員）5名増員
のための予算
　放課後児童クラブ事業費　833万円　増額
　大野（1名）　奥津（2名）　香々美（1名）
　鶴喜（1名）
　各児童クラブに増員

情報臨時管理費
鏡野町職員が、在宅勤務（テレワーク）及び分散
勤務（サテライトオフィス）を実施できるように
ネットワーク環境等を整備する事業
在宅勤務50名、中央公民館・振興センターでの
分散勤務50名に対応
　情報管理費　819万円　増額

賦課徴収経常管理費
岡山県から提供された土砂災害特別警戒区域内
（レッドゾーン）の座標データを地図情報システ
ムに取り込み、地籍集成図上からの地番、面積等
を確定させるため、地図情報システム管理業者へ
の委託経費
　賦課徴収管理費　95万円　増額
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6月会議で決まりました6月会議で決まりました

全議案は全会一致で可決となりました。（賛成12：反対０） 
令和２年６月会議t（定例会）賛否の公表

議第38号　条例の改正

新型コロナウイルス感染症により生じた事態に対応す
るため、防疫等の作業手当の特例について支給条例を
改正する
新型コロナウイルス感染症から国民の生命及び健康を
保護する作業に従事した職員…1日3,000円
新型コロナウイルス感染症の患者若しくはその疑いの
ある者の身体に接触して作業を行う職員…1日4,000円

議第40号　条例の改正
鏡野町職員特殊勤務手当支給条例の一部改正について 鏡野町介護保険条例の一部改正について

令和元年10月の消費税10%への引き上げに合わ
せ、更なる軽減強化をおこない、令和２年度の
第１号被保険のうち第１号から第３号段階まで
の被保険者の介護保険率の見直しをおこなう

議第53号、54号　財産の取得
〇夢アグリ鏡野・未来奥津コンバイン購入費
　4条刈自脱型コンバイン　2台　1,364万円
　契約の相手　福田農機株式会社
〇消防団員用編み上げ作業靴
　772足　756万円
　契約の相手　興和産業株式会社

工事契約の締結
〇上齋原地域福祉センター改修工事　１億8,479万円
　契約の相手　株式会社　杉岡建設工業
〇花美人の里改修工事　2億944万円
　契約の相手　株式会社　田中建設工業所
〇のとろ温泉改修工事　7,131万円
　契約の相手　株式会社　田中建設工業所
〇町道河内成線道路法面防災工事　１億9,908万円
　契約の相手　広成建設㈱・㈱河中建設　特定建設
　　　　　　　工事共同企業体

議第38号
　鏡野町職員特殊勤務手当支給条例の一部改正について
議第39号
　鏡野町手数料徴収条例の一部改正について
議第40号
　鏡野町介護保険条例の一部改正について
議第41号
　鏡野町国民健康保険条例の一部改正について
議第42号
　鏡野町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について
議第43号
　鏡野町立公園等条例の一部改正について
議第44号
　鏡野町学校職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正に
　ついて

条例の一部改正

原案
可決

議第45号      
　岡山県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更
　及び組合を組織する地方公共団体数の減少並びに組合
　規則の変更について

規約の変更

原案
可決

議第46号      
　令和２年度鏡野町一般会計補正予算（第４号）
議第47号
　令和２年度鏡野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
議第48号
　令和２年度鏡野町介護保険特別会計補正予算（第１号）

一般会計補正予算

原案
可決

議第49号
　上齋原地域福祉センター改修工事
議第50号
　花美人の里改修工事
議第51号
　のとろ温泉改修工事
議第52号
　町道河内成線道路法面防災工事

工事契約の締結

原案
可決

議第53号
　夢アグリ鏡野・未来奥津コンバイン購入事業
議第54号
　消防団員用編み上げ作業靴購入事業

財産の取得

原案
可決

諮問1
　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

諮問

適任

同意3
　鏡野町農業委員会委員の任命について
同意4
　鏡野町教育委員会委員の任命について

任命

同意

議決年月日　　６月5日第49号から第53号議決　　他の議案は６月25日議決　　出席議員は13名　　沖田議長は採決に加わらない
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５月会議は５月8日（第1回目）と５月26日（第2回目）に行われ４件の
議案等が議決されました。

鏡野町の新型コロナ対策
２月18日　       「鏡野町新型コロナウイルス感染症対策本部」を設置
３月２日～15日　鏡野町立小・中学校を臨時休校、放課後児童クラブ閉所
　　　　 図書館・郷土博物館閉館。こども園、保育園、幼稚園は通常通り開園
４月８日　 緊急事態宣言を受け、新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく法定対策本部を設置
　  鏡野町新型コロナウイルス関連緊急経済対策・生活支援対策本部を設置
４月10日　 議会全員協議会で、議会として対策の提言をまとめることを確認
　  以後、各常任委員会で調査及び取りまとめ作業
４月24日　 ４月会議、プレミアム付商品券発行などを議決（第１弾）
５月１日　 議長から町長に対して18項目にわたる「新型コロナウイルス感染症対策に係る要望書」を提出
５月８日　 ５月第１回会議、10万円の特別定額給付金事業費、児童手当受給世帯に臨時給付金などを議決（第２弾）
５月26日　 ５月第２回会議、「キックオフ事業」などを議決（第３弾）
  法定対策本部を廃止
６月25日　 ６月会議、鏡野町職員特殊勤務手当支給条例の改正などを議決

全議案は全会一致で可決となりました（賛成12：反対0）
令和２年５月第１回会議　賛否の公表

５月第１回会議（５月８日）

全議案は全会一致で可決となりました（賛成12：反対0）
令和２年５月第２回会議　賛否の公表

５月第２回会議（5月26日）

5月会議で決まりました5月会議で決まりました

新型コロナウイルスに対して鏡野町と議会の対応を
簡単にまとめました。

承認3
　鏡野町税条例の一部改正について

地方税法等の一部改正に伴う法律の施行
　軽自動車税の環境性能割の適応期限を6ヶ月延長。
　新型コロナウイルス感染症に係る徴収猶予の特例
　（地方税、寄附金税額控除、住宅借入金等特別税
　額控除など）

　鏡野町各世帯に不織布マスク1箱（50枚入）を配布する
　ために購入
　30万枚（6,000箱）　取得金額 1,748万円
　取得の相手方：株式会社PLANT

専決処分の承認

承認

議第36号
　令和2年度鏡野町一般会計補正予算（第2号）

一般会計補正予算…13億3,954万円増額

原案
可決

　特別定額給付金給付事業費
　12億8,300万円（国・県の100%支出特定財源）
　一人あたり10万円の定額給付金
　子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費
　1,607万円（国・県の100%支出特定財源）　
　児童手当を受給する世帯（０歳～中学生のいる世帯）に
　対し、1万円を支給
　新型コロナウイルス予防費
　2,000万円
　全世帯にマスクを配布（5枚/1世帯）

承認4
　物品売買契約の締結

専決処分の承認

承認

議第37号
　令和2年度鏡野町一般会計補正予算（第3号）

一般会計補正予算…4億7,095万円増額

原案
可決

　27項目の新型コロナウイルス感染症対策の事業費
　（詳細事業項目はP5に記載）
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令和２年５月第２回会議　一般会計補正予算…4億7,095万円

＊千円単位は四捨五入により端数処理しているため、合計と一致しないことがあります。
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16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

生活応援商品券事業   

ひとり親家庭等臨時特別給付金給付事業   

鏡野町花卉生産農家支援事業   

鏡野町花いっぱい事業   

鏡野町特産物応援事業   

畜産業臨時管理費   

優良肉用牛保留事業補助金   

優良肉用牛導入事業補助金   

ぬくもりの木で家づくり推進事業補助金   

林業振興促進対策事業   

町有林整備事業費   

鏡野町持続化給付金の拡充   

鏡野町雇用調整助成金の拡充   

鏡野町道路旅客運送業者事業支援事業   

鏡野町衛生必需物品供給事業   

鏡野町旅客運送モニター事業   

鏡野町出前配達支援事業   

鏡野町販路等拡大支援事業   

鏡野町テレワーク助成事業   

鏡野町温泉旅館等事業支援事業   

鏡野町休業協力事業者支援事業   

温泉旅館組合等リノベーション費用助成   

   

公立学校情報機器整備事業

   

公立学校情報機器整備事業   

大学生等生活応援給付金給付事業   

3,000万

463万

600万

200万

300万

140万

40万

350万

940万

1,000万

600万

１億5,000万

5,000万

200万

150万

580万

1,100万

400万

500万

950万

2,400万

1,000万

1,605万

7,125万

500万

2,152万

800万

番号 事　業　名 予　算　額 補　正　理　由

児童扶養手当受給者・ひとり親等医療費資格認定者だけでなく、所得制限による支給停止者、
児童扶養手当を申請していない児童を扶養するひとり親の方を対象に行う特別な給付金。

新型コロナウイルス感染症拡大により経済的影響が大きい非課税者及び
多子世帯を応援するために、商品券を配布する。

花卉を飾ることでストレスの緩和、生産性を高める効果が見込めるため花卉
生産者から直接花卉を買い取り医療機関等に提供する。

鏡野町の特産品である花卉の市場価格が下落している状況のなか、花卉生産
者の固定費の軽減のため本年度の苗代の助成を行う。

鏡野町受精卵移植事業　流通に支障が懸念される時期に全国的に優秀な卵を購入し優良な和牛生産につなげる。受精卵購入
後町内酪農家の乳牛に移植を行い、出産後子牛を買取り、繁殖農家で委託飼育を行い受精卵の採卵・和牛生産につなげる。

鏡野町関係人口先である大阪茨木市アンテナショップに対し、鏡野町の農産物を出荷する場合その手数料を助成
する。また関西圏が主である越畑ふるさと村制度の会員に対し、エール情報発信を行う。（みずりんマスクの配布）

今後予想される価格の低下に際し、全国の優良な和牛を購入するチャンスと
とらえ購入する農家に対し補助金を支出する。3分の2上限35万円×10頭

今後予想される価格の低下に際し、町内肉用牛の保留により肉用牛種の
改良に期する。黒毛和牛雌牛の保留　現行15万円×8頭⇒20万円×8頭

鏡野町作業道修繕事業　保育事業以外の発注形態として、以前から森林保有者より要望の強かった
修繕事業を提案し、次年度以降の搬出間伐等に備えていく。上限50万円　環境譲与税対象事業

住宅着工戸数の減少が懸念されるなか、従前の補助事業の補助金額を1.5倍と
する。住宅を施工する業者に対する助成を行う。5,000円/㎥

・国の支給する持続化給付金の要件を満たしていない事業者（20%以上）に対して助成を行う。（拡充）上限：法人100万円　個人50万円
・国の支給する要件を満たしている事業者に対して上限の拡充を行う。（上乗せ）　上限：法人100万円　個人50万円

材価が下落しており、公的団体における間伐等施業の発注も控えられている
なか林業事業体の安定収入、雇用の確保に向けて町有林の前倒し発注を行う。

道路旅客運送業者の固定費を助成する。バスの年間固定費の半額（上限1台
10万円）        

国が実施する雇用調整助成金に対する上乗せ助成（国助成残金の2分の1）を行うとともに、
社会保険労務士等申請代行を利用した場合、報酬額を全額助成する。上限100万円/年間

道路旅客運送業者への利用を促進するため、高清水トレイル駐車場間の送迎タクシーのモニター事業を実施し、
その回送料等を助成する。利用者500円負担差額支給　収束後はバスによるモニター事業実施予定

飲食店等事業者が、店舗等運営のため欠かせないマスク、消毒液を配布する。 
       

飲食店等事業者が販路等拡大のため実施する新規販売方法について支援を行う
（上限10万円）

飲食店等事業者が事業継続のために行っている若しくは行う出前事業について補助を行う。配送
距離に応じた配送料の助成：1,000円/5キロ圏内　　2,000円/10キロ圏内　　以上3,000円/日

影響を受けている事業者のうち目的税を納税している事業者に対し目的税相
当分を助成する。入湯税2年分　ゴルフ利用税交付金1年分

テレワークの導入を行う事業者に対してその費用を助成する。2分の1（上限
10万円）        

旅館等が施設等をリノベーションを実施する場合その費用を助成する。  
      

休業協力要請を行った観光施設に対する休業協力金を給付する。  
      

公立学校情報機器整備「GIGAスクール構想」に基づく、小学校児童ひとり
1台のタブレット機器整備事業

公立学校情報機器整備「GIGAスクール構想」に基づく、児童生徒ひとり
1台のタブレット機器整備事業のうち小学校へのPC保管庫の整備

公立学校情報機器整備「GIGAスクール構想」に基づく、児童生徒ひとり
1台のタブレット機器整備事業のうち中学校へのPC保管庫の整備

学校教育法の規定に基づく短期大学、大学、大学院又は専修学校に現在在学
している者の生活応援

公立学校情報機器整備「GIGAスクール構想」に基づく、中学校生徒ひとり
1台のタブレット機器整備事業

公立小学校情報通信ネットワーク
環境施設整備事業

公立中学校情報通信ネットワーク
環境施設整備事業

新型コロナウイルス感染症対策
（経済・生活支援対策事業）
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中西　議員
　この予算の中のプレミアム付商品券は、新型コロナウイルスの拡散状況の中で、2億5千万円を財政調整基金か
ら取り崩し、この内の3千万円は経費に消える。残りの2億2千万円は町民16歳以上を対象に購入が出来、商品券
１セット2千円で3千円の買い物が出来る。その期限は７月の下旬に販売し消費期間は半年である。その時期、緊
急事態宣言がどうなっているかはわからない。その予算を委員会審査もせず、本日限りの審議では採決できない。
　７月下旬の販売時の経済がどうなっているのか、特に３密の業界とそうでない業界がある、フェアな状態で利
用出来るのか。委員会付託で審議し、５月８日の会議で決定すべきである。よって、本日の採決に反対する。

小椋　議員
　鏡野町一般会計補正予算について、賛成の立場で意見を述べます。
　世界中が新型コロナウイルス感染拡大で冷え込む中、本町に於いて放課後児童クラブの休所による還付は当然
で、マスク、衛生用品等購入は急務です。
　また、町内の経済状況を踏まえ、経済及び生活支援対策として、プレミアム付商品券発行は地域消費を喚起し、
景気を支え、町民の生活応援となり、緊急経済対策と考え、賛成討論と致します。

仲西　議員
　町民の方々に対して何かしないといけないという気持ちは分かります。
　しかし、理由説明や調査がしっかりできていない状況で発行し、しかも7月の配布というのはいまだ終息が見え
ていない状況で理解できません。せめて準備しておいて終息が見えて、町内で活用するタイミングが来てから、
配布するのが効果的な方法だと思います。
　商品券を配る前に飲食店、観光業や個人で困っている方々に支援するべきと考えます。

４月会議は４月24日に行われ４件の議案等が議決されました。

議第35号
　令和2年度鏡野町一般会計補正予算（第1号）

補正予算 令和２年
４月24日

原案
否決

議　決
年月日

議決年月日・採決結果・議員名

議　　　案　　　名

議第35号の賛否の公表（意見の分かれたものを掲載しています）
承認①、②については全会一致で承認。議第34号は全会一致で可決。（賛成12：反対0）

■討論は次の議員が行いました。
　反対討論：中西議員、仲西議員、光吉議員　／　賛成討論：小椋議員、原議員、牧田議員

○ 賛成、×反対、沖田議長は採決に加わらないため「─」にしています。

採決
結果

沖
田　
清
明

小
椋　
晶
志

櫻
井　
邦
紘

長
石　
幸
男

原　
　
章
倫

水
田　
喜
富

岸　
　
泰
廣

中
西　
省
吾

片
田
八
重
美

光
吉　
　
準

仲
西　
祐
一

牧
田　
俊
一

飯
綱　
洋
平

－○

×

○○○○

××××

○○

4月会議で決まりました4月会議で決まりました
専決処分の承認①、②

地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、鏡野
町税条例等の一部を改正（施行期日が４月１日のため）

①鏡野町税条例等の一部改正について

地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、鏡野
町国民健康保険税条例の一部を改正（施行期日が４月
１日のため）

②鏡野町国民健康保険税条例の一部改正について

議第34号　条例の一部改正について

新型コロナウイルス感染症の拡大により、放課後児童
クラブを一定期間休所したことに伴う利用料の減額規
定を新たに設ける

鏡野町放課後児童クラブ設置及び管理に関する条例の一部改正

議第35号　令和2年度一般会計補正予算（第1号）
◎2億6,260万円増額
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反対反対

賛成賛成

反対反対

「放課後児童クラブ事業費」78万円増額（町の
一般財源）
新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、町内
の放課後児童クラブを一定期間（令和2年3月）
休所したため、利用料を減額し還付する。
「新型コロナウイルス予防費」1,182万円増額
（町の一般財源）
新型コロナウイルス感染症対策のためマスク、
消毒用アルコールなどの防疫、衛生用品の購入
経費および集団検診の延期周知など
「プレミアム付商品券発行事業費」2億5,000万
円増額
町内におけるコロナ感染症対策による消費に与
える影響を緩和するとともに、地域における消
費を喚起し、景気の下支えを行うとともに、町
民の生活応援対策とする事業
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新型コロナウイルス感染症対策に係る要望書を提出新型コロナウイルス感染症対策に係る要望書を提出
　鏡野町議会は、新型コロナウイルス感染拡大に備え、4月10日に全員協議会で対策を検討し、総務、
文教厚生、産業の各常任委員会により町行政の所管事務調査を行うと共に各委員会で対策案を作成し、
4月28日の全員協議会でまとめ、5月1日に議長より要望書を町に提出した。それは執行部で検討され
5月随時会議の補正予算等に反映された。
　以下、主な要望内容（要点）を報告します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中西省吾）

特に緊急（１ケ月以内）を要する対策
①　不織布マスクを１世帯に１箱（50枚）の配布。
この状態が続くようであれば、町民がマスク・
消毒液・体温計等の入手ができる体制を作るこ
と。
②　飲食、観光等のサービス業、花卉農家等大き
な被害を受けた農業、自営業等の経営破綻を起
こさないために、固定費・雇用費等の支援を行
うこと。
③　町長の顔や声により積極的な情報開示・発信
を行うこと。
　〇感染予防対策、町が取り組んでいる対策状況
　〇備蓄品（品目、個数など）の情報公開　
　〇詐欺に関する注意喚起
　〇感染者への誹謗中傷の防止
　〇ＰＣＲ検査を受けるまでの流れ
　〇感染後から社会復帰までの経過、療養の仕方
　〇町のホームページを必要な情報が簡単に入手
　できるよう変更すること
④　医療物資を確保、来院者の安全管理、医療崩
壊を防ぐ体制を構築すること。
⑤　医療従事者、介護従事者などの安全、メンタ
ル面も含めた健康を保つこと。また、退職者、
離職者がでないよう万全な対策を行うこと。

その他の対策
⑥　町民の不安要素を収集し、時期をみて有効な
施策を実施すること。
⑦　職員の感染に備えた職場づくりや勤務体制を
構築すること。

⑧　豪雨等の災害時の避難所感染などを想定し、
対策をマニュアル化すること。
⑨　町営バス、スクールバスなどの感染予防を徹
底すること。
⑩　総合相談窓口やコールセンター等を設置する
こと。
⑪　休園、休校中の子ども、子育て世代に対する
支援を行うこと。
　〇児童扶養手当の上乗せ
　〇ＩＣＴ環境整備の推進
　〇小学校休校時の一時預かりの対応改善
　〇発達障害児ケアの体制充実
⑫　町内の発生を想定し、隔離施設などを県と連
携し、マニュアル化すること。
⑬　社会的弱者（一人親世帯、DV、高齢者等）の
状況把握及びその対策を策定すること。
⑭　国県の救済支援・助成制度をわかりやすく的
確に周知し、雇用調整助成金などで補えない部
分の助成制度を策定すること。
⑮　長期化すれば食糧難の可能性が高まる、耕作
放棄地等に食料生産を促し、奨励金等を支給す
る制度を策定すること。（耕作放棄地の解消に
も繋がる）
⑯　３密を避ける形態で、サービス業界の生き残
れる手法の研修等を行うこと。
⑰　町のみで解決できない問題は、国県へ強く要
望すること。
⑱　行政と議会が対策案を共同して協議し、素早
く問題解決に取り組むこと。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

原　議員
　一般会計補正予算について、賛成の立場で意見を述べます。
　新型コロナウイルスの影響で国内景気は急速に悪化し、厳しい状況である中、国が経済対策として国民１人に
対して10万円給付を決定進めており、鏡野町においても、町民の生活支援として、国の給付金とセットとし、
一層の生活支援となりうる。

光吉　議員
　プレミアム付商品券は、時期が悪すぎ、かつ政策の順番が違うので反対する。
　命を守るのか、経済を優先するのかの問題だ。今は、政府が十分な休業補償をすることを前提にして、経済活
動を一時的に全面的に休止してでも、コロナを防ぐことに全力を注ぐべき時だ。
　命を守るために医療現場で頑張っている人や、濃厚接触に必ずなる子育てに関わる人などに、鏡野町として具体的な
施策を打った上で、プレミアム付商品券をというのであれば理解できるが、町はまだ何もしていない。日常生活を維持
するために頑張っている人たちに、目に見える形で施策を打つことを急ぐべきで、その後に経済の再生を考えるべきだ。

牧田　議員
　今回の予算は新型コロナウイルスの感染予防費が組まれています。マスク等の備蓄数も足りているとは言い
難い中で、今回計上している1,181万円の新型コロナウイルスの予防対策を積極的に進めて、今後の第２波、第
３波を見据えた対策を取って頂きたく、今回の予算については賛成いたします。

反対反対

賛成賛成

賛成賛成
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▲岡山大学中性子医療研究センターのパンフレットから

全員協議会報告
ホウ素中性子捕捉療法・ＢＮＣＴ研究の進展状況

　６月５日の全員協議会で、岡山大学「中性子
医療研究センター」鏡野寄附講座部門の研究成
果の報告が行われました。
　中性子医療とは、中性子線とホウ素薬剤を利
用した最先端の医療技術で、その中でも「ホウ
素中性子捕捉療法（ＢＮＣＴ）」への取り組み
が行われています。がん細胞が増殖時にホウ素
を取り込みやすいという性質を利用し、ホウ素
が含まれる薬剤を患者に投与すると、ホウ素は
がん細胞だけに取り込まれます。そして中性子
線を患部に約数十分間照射し、がん細胞に取り
込まれたホウ素に衝突させます。ホウ素の核分
裂によってリチウムとアルファ線が生じ、アル
ファ線ががん細胞を内部から破壊するという仕
組みです。正常細胞にあまり損傷を与えずがん
細胞に大きなダメージを与え、悪性度の高い
脳腫瘍や皮膚がんの一種である黒色腫、頭頸部
がんなど、手術が難しいがんの治療法として期
待されています。

　鏡野町はこの「ホウ素中性子捕捉療法」（Ｂ
ＮＣＴ）の研究を進めるための協定を2017年
（H29）２月に岡大と結んでおり、2017年度
から５年間で計１億円を岡大に寄附し、岡大は
研究機関のための経費・BNCTの国際基準の確
立・IAEAとの連携に充てられています。なお中
性子発生装置の開発は名古屋大学が行っていま
す。
　鏡野町は2017年４月、「ウランのふる里エ
リア」を中心としたまちづくり構想をまとめて
いますが、中性子線医療研究所の誘致がそこで
は掲げられています。そして６月５日の報告で
は、ＢＮＣＴに必要な人材育成（ＢＮＣＴ病院
に必要な医学物理士、放射線技師等のスタッフ
の教育・育成）に関して、鏡野町への期待が述
べられました。
　ＢＮＣＴは岡山大・名古屋大だけでなく他の
研究機関や企業も研究を進めています。今年３
月、ホウ素薬剤「ステボロニン」と、病院など
の施設でも中性子線を生み出せる加速器「ニュ
ーキュア」の製造販売が国から承認されていた、
南東北ＢＮＣＴ研究センター（福島県郡山市）
は、５月にはＢＮＣＴによる治療を民間医療機
関として世界で初めて行いました。
　ＢＮＣＴは従来の放射線治療とは仕組みが異
なるため、手術・抗がん剤・放射線・がん免疫
療法に続く治療法にと期待されています。研究
の進展とその後の展望について、議会としても
関心を持って調査・研究していくことが求めら
れています。　

（光吉　準）

議会改革度調査で鏡野町議会が総合55位
　早稲田大学マニフェスト研究所は6月17日、 
全国の都道府県議会・市区町村議会への調査を
もとに「議会改革度調査 2019」の総合ランキ
ングを発表したが、鏡野町議会は総合順位で55
位となった。（2018年は総合882位）
　調査は今年で10回目となり、２月下旬からオ
ンラインで行われ、全国の都道府県・市区町村
議会1,788議会のうち、1,433議会が回答し
ている。政務活動費の公開状況などの「情報共
有」や「住民参画」、政策提案などの「議会機
能強化」の３分野を中心に、取り組みを数値化
している。　　
　単に議会情報の公開の有無ではなく、質と量
とタイミング（時間差）を意識した「情報共

有」では、鏡野町は1,282位。住民が自分の地
域にある議会に参画できているかを表す「住民
参画」では79位。議会が有する「監視機能」
「政策立案機能」を発揮・向上するための要
件・資源の活用、そして議員間討議・所管事務
調査・修正議決・附帯議決などの「議会機能強
化」では14位。そして総合で55位とされた。
　結果としては上位にランクされたが、３分野
が非常にアンバランスであり、さらなる改善を
はかり、そして「地域や住民生活のために、よ
りよい自治体経営と地域経営の追求を目指し」
「話し合って」「決める」議会を目指していき
たい。　

　（光吉　準）



地域カードの制度設計と発行は
新型コロナの町独自の対策は
第３セクターの増資と経営を個人と企業に
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品
券
発
行
事

　
　

業
は
２
億
５
千
万
円
の

内
３
千
万
円
は
商
品
券
印
刷

費
、
換
金
手
数
料
等
で
町
民

に
渡
ら
ず
約
６
ヶ
月
で
泡
と

消
え
る
。
他
の
自
治
体
で
は

地
域
カ
ー
ド
を
発
行
し
、
独

自
の
給
付
金
を
入
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

制
度
は
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
地
域
カ
ー
ド
等
は
準

備
期
間
、
利
用
期
間
等
、
そ

し
て
３
倍
の
経
済
効
果
等
を

考
慮
し
て
導
入
し
な
か
っ
た
。

　
　
　

地
域
カ
ー
ド
の
制
度

　
　

設
計
を
し
、
６
億
６
千

万
円
、
カ
ー
ド
に
給
付
し
た

ら
出
来
た
の
で
は
。
こ
れ
か

ら
で
も
制
度
設
計
に
入
っ
た

ら
ど
う
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
近
隣
の
町
を
参
考
に

す
る
。
現
在
検
討
し
て
い
る

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
等
に
併

せ
て
実
施
可
能
か
検
討
す
る
。

　
　
　

検
討
す
る
と
の
こ
と

　
　

だ
が
、
次
の
商
品
券
の

時
、
ま
た
、
３
千
万
円
捨
て

る
の
か
。
次
の
時
は
カ
ー
ド

に
よ
る
地
域
の
経
済
活
性
化

を
願
う
。

　
　

町
　
長

　
　
　
研
究
し
て
い
く
。

「
新
し
い
生
活
様
式
」
の

影
響
と
対
策
に
つ
い
て

　
　

 

「
新
し
い
生
活
様
式
」

　
　

を
守
っ
て
の
仕
事
は
困

難
で
あ
り
、
特
に
観
光
業
、

飲
食
業
は
売
上
減
が
長
期
化

し
倒
産
す
る
と
こ
ろ
も
出
る

と
思
う
。
町
独
自
の
対
策
を

考
え
て
い
る
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
必
要
な
ら
更
な
る
対

応･

動
向
を
決
め
た
い
。

　
　

 

「
新
し
い
生
活
様
式
」

　
　

に
よ
り
、
疲
弊
す
る
事

業
者
は
民
間
に
多
く
発
生
す

る
。
公
設
公
営
で
行
っ
て
い

る
事
業
者
は
経
営
難
に
な
っ

た
と
き
行
政
が
支
援
す
る
。

客
観
的
に
不
公
平
感
を
覚
え

る
。
こ
の
際
、
第
３
セ
ク
タ

ー
、
指
定
管
理
者
、
委
託
事

業
者
等
の
自
立
又
は
公
営
を

視
野
に
入
れ
た
改
革
が
必
要

と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
そ
れ
ら
団
体
に
引
き

続
き
経
済
的
な
自
立
を
促
し

て
い
く
。
ま
た
、
公
営
に
は

慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
、

最
終
の
選
択
に
な
る
と
思
う
。

３
月
の
答
弁
と
追
加
質
問

に
つ
い
て

　
　
　

「
花
美
人
の
里
」
の

　
　

30
年
度
決
算
は
黒
字
で

あ
っ
た
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

鏡
野
町
の
株
は
20
％
で
あ
る
、

い
く
ら
配
当
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
配
当
は
も
ら
っ
て
い

な
い
。

　
　
　

第
３
セ
ク
タ
ー
が
指

　
　

定
管
理
者
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
は
い
く
つ
あ
る
の

か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
16
か
所
あ
る
。

　
　
　

そ
れ
ら
を
議
会
が
指

　
　

定
管
理
者
と
し
て
承
認

し
な
か
っ
た
場
合
は
ど
う
対

処
す
る
の
か
。

ア
制
度
の
仲
介
を
町
が
行
え

ば
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
や

農
業
の
活
性
化
に
な
る
と
思

う
が
、
町
長
の
所
見
は
。

　
　

町
　
長

　
　
　
先
般
、
山
陽
新
聞
に

よ
っ
て
承
知
し
た
。
当
該
大

手
農
業
機
械
メ
ー
カ
ー
担
当

者
に
詳
細
な
聞
き
取
り
を
行

っ
て
い
る
。
シ
ェ
ア
は
第
３

セ
ク
タ
ー
の
機
械
で
以
前
検

討
し
た
が
、
消
耗
品
や
一
般

整
備
、
修
理
の
責
任
の
所
在

や
経
費
負
担
に
つ
い
て
問
題

が
多
く
あ
る
の
で
は
。
と
言

う
判
断
で
事
業
展
開
は
困
難

で
あ
る
。

　
　
　

３
月
会
議
で
「
地
の

　
　

利
」
と
は
町
の
気
候
、

気
温
、
土
壌
水
量
、
水
質
、

風
土
で
あ
り
、
再
度
尋
ね
る

「
地
の
利
の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー

ス
化
」
は
企
業
誘
致
、
起
業
、

地
場
産
業
の
振
興
に
活
用
で

き
る
。
町
長
の
所
見
は
。

　
　

町
　
長

　
　
　
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
化

に
は
非
常
に
多
く
の
労
力
、

時
間
、
費
用
が
か
か
る
と
推

測
し
実
施
は
か
な
り
難
し
い

と
理
解
す
る
。
し
か
し
、
費

用
対
効
果
等
を
勘
案
し
、
企

業
誘
致
、
起
業
等
に
利
用
で

き
る
と
判
断
す
れ
ば
実
施
に

向
か
っ
て
検
討
す
る
。

　
　

町
　
長

　
　
　
再
度
の
公
募
に
よ
り

再
募
集
を
行
う
。

　
　
　

第
３
セ
ク
タ
ー
の
経

　
　

営
内
容
を
町
民
に
オ
ー

プ
ン
に
し
、
増
資
に
あ
た
る

出
資
金
を
個
人
、
企
業
等
か

ら
募
集
し
、
意
欲
あ
る
出
資

者
が
経
営
参
画
で
き
る
制
度

を
作
り
活
性
化
す
る
案
を
持

つ
が
、
ど
う
思
う
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
他
の
出
資
者
の
意
向

等
を
聞
く
必
要
は
あ
る
が
、

非
常
に
興
味
あ
る
制
度
で
あ

り
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
含

め
検
討
し
た
い
。

　
　
　

「
農
業
機
械
等
購
入

　
　

支
援
事
業
」
を
通
し
て

の
展
望
を
質
問
し
た
、
答
弁

で
「
農
業
団
体
と
意
見
交
換

を
重
ね
、
有
効
な
対
策
等
を

検
討
す
る
」
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
何
処
ま
で
進
ん
で
い
る

の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
昨
年
度
末
ま
で
に
農

業
技
術
者
連
絡
協
議
会
、
担

い
手
団
体
、
農
協
等
と
順
次

計
画
を
し
て
い
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
延
期

し
て
い
る
。

　
　
　

民
間
の
農
業
機
械
を

　
　

シ
ェ
ア
す
る
仲
介
を
大

手
農
機
具
メ
ー
カ
ー
が
行
う

と
聞
い
た
。
農
業
機
械
等
購

入
支
援
事
業
の
応
募
に
規
模

や
認
定
農
業
者
で
な
い
と
言

う
理
由
で
応
募
で
き
な
い
農

家
も
多
く
い
た
。
こ
の
シ
ェ

中西　省吾 議員

研究していく
質問質問 答弁答弁

一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

必要なら行う
非常に興味がある

答答答答答答 問問問問問問 問問

答答答答答答答答 問問問問問問

答答答答答答 問問問問問問 問問

答答 答答答答

答答答答 問問

問問 問問問問
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
　
括
　
方
　
式

現状の制度で十分なのか、しっかりと
検討課題としたい

答弁答弁 原　　章倫 議員

富・鏡野地域の生徒、学生にも教育の機会均等の観点
からも、町全体としての新たな奨学金制度が必要では

答答 問問

答答 問問

答答 問問

答答 問問

質問質問

　
　
　

町
で
の
現
行
の
奨
学

　
　

金
制
度
は
、
旧
奥
津
町

の
石
田
・
松
本
の
二
つ
の
奨

学
会
と
上
齋
原
奨
学
会
が
あ

る
が
、
利
用
者
は
地
域
限
定

と
な
っ
て
お
り
、
鏡
野
町
全

体
と
し
て
の
生
徒
・
学
生
が

利
用
で
き
る
制
度
が
な
い
が

見
解
を
求
め
る
。

　
　

教
育
長

　
　
　
町
全
体
の
奨
学
金
制

度
が
な
い
こ
と
の
教
育
委
員

会
の
見
解
で
す
が
、
奨
学
金

制
度
に
つ
い
て
は
、
公
益
財

団
法
人
岡
山
県
育
英
会
が
実

施
し
て
い
る
奨
学
金
制
度
、

公
益
財
団
法
人
岡
山
県
私
学

振
興
財
団
が
実
施
し
て
い
る

奨
学
金
制
度
が
あ
り
、
ま
た

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支

援
機
構
を
実
施
し
て
い
る
奨

学
金
制
度
な
ど
が
あ
り
、
県

内
で
は
本
町
を
含
め
た
19
の

市
町
村
で
独
自
の
奨
学
金
制

度
が
あ
る
状
況
で
す
。
４
町

村
が
合
併
す
る
際
に
、
運
用

を
町
全
域
に
広
げ
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
と
の
議
論
が
あ

っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

町
全
体
の
生
徒
・
学
生
な
ど

を
対
象
と
し
た
奨
学
金
制
度

が
な
い
の
も
事
実
で
す
。
教

育
の
機
会
均
等
な
ど
の
観
点

か
ら
、
次
代
を
担
う
子
供
達

に
機
会
の
欠
如
が
あ
っ
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

町
全
体
を
対
象
と
し
た
奨
学

金
制
度
の
創
設
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
額
の
財
源
確
保
が

必
要
で
即
対
応
は
難
し
い
状

況
で
、
財
団
法
人
な
ど
の
実

施
し
て
い
る
制
度
を
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
案
内
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ

　
　

ウ
イ
ル
ス
に
お
い
て
は

学
生
や
保
護
者
に
と
っ
て
、

ア
ル
バ
イ
ト
の
収
入
減
や
保

護
者
の
仕
送
り
の
負
担
な
ど
、

進
学
や
修
学
を
あ
き
ら
め
る

子
供
が
出
た
の
で
は
夢
を
摘

む
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
町

と
し
て
協
力
、
支
援
を
す
る

た
め
に
も
新
た
な
奨
学
金
の

創
設
は
で
き
な
い
か
。　
　

　
　

教
育
長

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

経
済
活
動
が
停
滞
し
て
い
る

中
、
学
生
な
ど
の
ア
ル
バ
イ

ト
収
入
が
見
込
め
な
い
こ
と

や
保
護
者
の
仕
送
り
に
も
影

響
が
で
て
い
ま
す
こ
と
を
危

惧
し
て
お
り
ま
す
。
町
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
感
染
拡
大
に
よ
り
、
経
済

活
動
へ
の
影
響
が
生
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
少
し
で
も
大

学
生
の
生
活
を
応
援
す
る
た

め
、
大
学
生
等
生
活
応
援
給

付
金
と
し
て
一
律
３
万
円
の

支
給
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

国
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
に
よ
り
、
世
帯
収
入
、
ア

ル
バ
イ
ト
収
入
の
大
幅
な
減

少
に
よ
る
学
生
生
活
に
影
響

が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
状
況

の
中
で
修
学
の
継
続
が
困
難

に
な
る
学
生
な
ど
が
修
学
を

あ
き
ら
め
な
い
よ
う
学
生
支

援
緊
急
給
付
金
も
支
給
し
て

お
り
、
新
た
な
奨
学
金
制
度

に
お
い
て
は
現
状
で
十
分
な

の
か
ど
う
な
の
か
、
今
後
に

お
い
て
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ

　
　

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

お
い
て
、
急
激
な
経
済
の
衰

退
に
伴
い
景
気
の
悪
化
に
よ

る
非
正
規
労
働
者
を
直
撃
し

た
形
に
な
っ
て
お
り
岡
山
県

は
休
業
、
失
業
な
ど
に
対
し

て
特
別
貸
付
を
実
施
し
て
い

る
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
は
長
期
化
の
様
相
を

呈
し
て
い
る
中
、
町
単
独
で

の
生
活
困
窮
者
に
対
し
て
の

緊
急
特
別
貸
付
制
度
を
設
け

ら
れ
な
い
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
現
在
ひ
と
り
に
10
万

円
を
特
別
定
額
給
付
金
や
、

子
育
て
世
帯
を
対
象
に
し
た
、

臨
時
特
別
給
付
金
等
の
給
付
、

社
会
保
険
料
等
の
猶
予
な
ど
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
経
済
対
策
に
お
け
る
、

様
々
な
措
置
を
講
じ
て
お
り

ま
す
。
生
活
に
困
っ
て
い
る

方
へ
の
貸
付
制
度
で
あ
り
ま

す
が
、
鏡
野
町
社
会
福
祉
協

議
会
が
窓
口
と
な
っ
て
お
り
、

緊
急
小
口
資
金
、
総
合
支
援

資
金
な
ど
の
貸
付
制
度
が
あ

り
、
引
き
続
き
、
国
や
県
、

鏡
野
町
が
行
う
様
々
な
措
置

を
、
困
窮
さ
れ
て
い
る
方
へ

周
知
す
る
と
と
も
に
、
生
活

困
窮
者
の
相
談
に
、
親
身
に

な
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

県
の
特
別
貸
付
や
自

　
　

立
相
談
事
業
の
支
援
を
受

け
ら
れ
る
と
な
り
う
る
方
に
ど

の
場
に
お
い
て
知
ら
せ
る
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　

 

非
正
規
雇
用
の
方
々

に
は
大
変
困
窮
な
日
々
を
送

ら
れ
生
活
さ
れ
て
い
る
方
な

ど
危
惧
も
い
た
し
ま
す
。
今

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
や
っ
て
お
り
ま
す

が
生
活
困
窮
世
帯
等
の
方
に

は
社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口

と
な
り
支
援
資
金
の
貸
付
な

ど
対
象
に
な
り
う
る
方
へ
、

し
っ
か
り
と
紹
介
し
て
ま
い

り
ま
す
。

対
象
者
と
な
り
う
る
方
へ
は
国
県
等
の
制
度

や
町
が
行
う
措
置
の
利
用
を
お
願
い
し
周
知・

寄
り
添
う
相
談
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
景
気

悪
化
が
非
正
規
労
働
者
に
直
撃
し
て
い
る
中

町
独
自
で
の
緊
急
貸
付（
生
活
資
金
）制
度
を

質問質問

答弁答弁
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▲苫田ダム

▲奥津小学校

地域を愛する心を育む教育とICT活用した
知・徳・体の調和のとれた教育を目指す

教育長就任の所信を問う

一
　
括
　
方
　
式

一
般
質
問

一
般
質
問

水田　喜富 議員

質問質問

答弁答弁

教
育
長
の
所
信
は

　
　
　

教
育
長
就
任
に
あ
た

　
　

っ
て
の
抱
負
、
学
校
・

地
域
の
教
育
行
政
を
担
う
所

信
は
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

教
育
長

　
　
　
地
域
を
愛
す
る
心
を

育
む
「
鏡
野
の
教
育
」
を
踏

襲
し
、
新
し
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

も
取
り
入
れ
「
知
・
徳
・
体

の
調
和
の
取
れ
た
教
育
」
の

推
進
と
新
学
習
指
導
要
領
の

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
を
目
指
し
た
い
。

　
　
　

上
齋
原
小
学
校
の
再

　
　

開
の
見
通
し
と
施
設
の

有
効
活
用
の
見
通
し
は
。

　
　

教
育
長

　
　
　
地
域
の
児
童
数
の
推

移
か
ら
再
開
は
厳
し
い
。
学

園
の
今
後
と
施
設
の
活
用
は

地
元
の
意
見
を
踏
ま
え
慎
重

に
考
え
た
い
。

　
　
　

少
子
化
に
よ
り
将
来

　
　

の
小
学
校
の
在
り
方
を

平
素
か
ら
検
討
し
て
お
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
児
童
が
減
少
す
る
学

校
だ
け
で
な
く
増
加
が
見
込

ま
れ
る
学
校
も
含
み
、
早
急

に
議
論
を
始
め
た
い
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル 

　
　

ス
対
策
で
小
中
学
校
が

休
校
し
た
が
、
授
業
の
遅
れ

を
取
り
戻
す
具
体
的
な
取
り

組
み
は
。

　
　

教
育
長

　
　
　
４
・
５
月
に
４
日
休

校
し
た
が
各
校
と
も
学
習
内

容
の
遅
れ
は
取
り
戻
し
て
い

る
。
授
業
時
数
も
、
年
間
授

業
計
画
の
余
剰
時
数
で
対
応

で
き
て
い
る
。
今
後
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染

状
況
に
よ
り
休
校
に
な
れ
ば

授
業
時
数
の
不
足
の
可
能
性

も
あ
り
、
中
学
校
は
夏
休
み

開
始
直
後
に
３
日
間
の
登
校

日
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　

小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

　
　

環
境
整
備
を
予
算
化
し

た
が
、
機
器
整
備
だ
け
で
な

く
、
教
師
・
児
童
生
徒
が
使

い
こ
な
せ
る
ソ
フ
ト
面
の
充

実
が
重
要
で
は
な
い
か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
児
童
・
生
徒
一
人
一

台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
向

け
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
よ
り
す

で
に
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
の
学

習
や
教
師
の
支
援
を
し
て
お

り
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
い
。

県
教
委
と
も
連
携
し
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
活
用
し
た
授
業
づ
く

り
、
研
修
会
を
開
催
し
た
い
。

７
月
豪
雨
災
害
の

復
旧
状
況
は

　
　
　

平
成
30
年
７
月
豪
雨

　
　

災
害
被
害
の
被
害
件
数

等
に
変
更
あ
る
か
。
復
旧
状

況
は
。

　
　

町
　
長

　
　
　

公
共
土
木
、
道
路
、

河
川
、
治
山
、
地
す
べ
り
は

１
１
７
件
４
億
４
０
０
万

円
、
林
道
、
治
山
59
件
２
億

３
，
２
０
０
万
円
、
農
地
・

農
業
用
施
設
３
２
９
件
２
億

避
難
場
所
で
の
人
的
対
応
の

必
要
が
あ
れ
ば
対
応
し
た
い
。

ダ
ム
事
前
放
流
の

協
定
締
結
状
況
は

　
　
　

大
雨
予
想
の
三
日
前

　
　

か
ら
ダ
ム
の
事
前
放
流

し
、
下
流
の
河
川
氾
濫
リ
ス

ク
を
低
減
す
る
た
め
町
等
と

協
定
締
結
の
報
道
が
あ
っ
た

が
締
結
し
た
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
苫
田
ダ
ム
・
香
々
美

ダ
ム
を
含
む
吉
井
川
水
系
の

治
水
協
定
を
５
月
29
日
付
け

で
締
結
し
て
い
る
。
香
々
美

ダ
ム
は
管
理
者
と
し
て
締
結
、

苫
田
ダ
ム
は
岡
山
県
広
域
水

道
企
業
団
の
一
員
と
し
て
同

意
し
て
い
る
。

２
０
０
万
円
、
上
下
水
道
14

件
１
，
８
２
０
万
円
で
す
。

進
捗
状
況
は
、
河
川
と
農
業

用
施
設
の
２
カ
所
が
工
事
中
、

地
す
べ
り
工
事
２
カ
所
今
年

度
内
完
成
見
込
み
。
そ
の
他

は
全
て
完
了
し
て
い
る
。

災
害
避
難
場
所
の

コ
ロ
ナ
対
策
は

　
　
　

国
か
ら
示
さ
れ
て
い

　
　

る
災
害
時
の
避
難
場
所

に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
の
町
の
取
組
み
は
。

避
難
場
所
の
増
加
や
ホ
テ

ル
・
旅
館
・
学
校
等
の
活
用

を
考
え
て
い
る
か
。

　

避
難
場
所
で
の
受
付
、
検

温
、
健
康
状
態
を
把
握
す
る

人
的
対
応
は
。

　
　

町
　
長

　
　
　
国
の
通
知
を
受
け
て
、

避
難
場
所
で
の
密
を
防
ぐ
感

染
症
対
策
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。
そ
の
他
は
牧
田
議
員

へ
の
答
弁
と
同
じ
で
す
。
一

昨
年
の
豪
雨
災
害
時
の
避
難

者
数
を
参
考
に
指
定
避
難
場

所
の
増
加
は
考
え
て
い
な
い
。

答答答答答答 問問問問 問問

答答 答答問問 問問

答答 問問

答答 問問

答答 問問



一
般
質
問
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問
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

ＩＣＴを活用した授業の研究が進めば、さらに有効な
活用が可能となり、児童生徒の学びを深めていける

「GIGAスクール構想」により学校では
どのような学習が可能になるのか

答弁答弁

質問質問

飯綱　洋平 議員
　
　
　

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

　
　

ル
構
想
」
に
よ
り
ど
の

よ
う
な
学
習
が
可
能
に
な
る

の
か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
教
育
実

践
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
加
え

る
こ
と
で
、
学
習
活
動
の
一

層
の
充
実
が
期
待
さ
れ
る
。

調
べ
学
習
で
は
検
索
サ
イ
ト

を
活
用
し
必
要
な
情
報
を
収

集
し
た
り
、
収
集
し
た
デ
ー

タ
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
上
で
重
ね

合
わ
せ
、
よ
り
深
く
分
析
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
の

研
究
が
進
め
ば
、
さ
ら
に
有

効
な
活
用
が
可
能
と
な
り
、

児
童
生
徒
の
学
び
を
深
め
て

い
け
る
。
ま
た
、
教
師
も
Ｉ

Ｃ
Ｔ
端
末
の
画
面
で
一
人
一

人
の
反
応
を
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
、
個
々
の
理
解
度
に

応
じ
た
き
め
細
や
か
な
指
導

が
可
能
と
な
る
。
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
が
、
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
に
つ
い
て
は

小
学
校
で
は
す
で
に
発
注
を

進
め
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末

に
つ
い
て
も
準
備
を
進
め
て

い
る
が
、
品
物
が
入
手
し
に

く
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
年

度
内
の
導
入
を
目
指
し
て
い

る
。
　
　
　

授
業
が
タ
ブ
レ
ッ
ト

　
　

化
さ
れ
る
こ
と
で
、
先

生
と
児
童
生
徒
、
生
徒
同
士

の
会
話
が
少
な
く
な
る
懸
念

や
、
ノ
ー
ト
を
取
る
こ
と
が

少
な
く
な
る
不
安
も
あ
る
。

従
来
の
教
育
の
良
さ
や
鏡
野

ら
し
い
学
び
は
引
き
継
い
で

い
く
の
か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
あ
く

ま
で
学
習
に
使
う
道
具
、
手

段
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
れ

自
体
が
目
的
で
は
な
い
。
黒

板
を
ノ
ー
ト
に
書
き
写
す
、

グ
ル
ー
プ
で
相
談
す
る
と
い

っ
た
従
来
の
学
び
に
取
り
入

れ
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
の
理
解
を
一
層
深

め
て
い
け
る
。
鏡
野
町
の
教

育
に
合
わ
せ
た
ス
タ
ン
ス
の

中
で
有
効
に
進
め
て
い
き
た

い
。
　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
な

　
　

が
ら
、
地
元
に
あ
る
課

題
の
新
し
い
解
決
法
を
考
え

る
授
業
を
提
案
し
た
い
。

　
　

学
校
教
育
課
長

　
　
　
新
学
習
指
導
要
領
で

は
、
子
供
た
ち
は
身
近
な
事

象
か
ら
課
題
に
気
づ
き
、
解

決
を
考
え
、
説
明
す
る
力
を

身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
小
学
３
年

生
で
は
地
域
の
安
全
を
守
る

働
き
を
学
習
す
る
中
で
、
消

防
署
や
警
察
署
を
見
学
し
、

働
く
人
の
話
を
聞
き
、
ま
と

め
て
い
く
な
か
で
地
域
や
自

分
の
安
全
を
守
る
た
め
に
自

ら
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
。

今
後
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
で
調
べ

る
、
ま
と
め
る
、
発
表
資
料

を
作
成
す
る
な
ど
活
動
を
重

ね
る
こ
と
で
主
体
的
、
対
話

的
な
深
い
学
び
の
実
現
に
近

づ
く
と
考
え
る
。

　
　
　

導
入
に
は
学
校
内
の

　
　

高
速
大
容
量
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
整
備
が
必
須
だ
が
、
全

て
の
学
校
で
一
斉
に
導
入
で

き
る
の
か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
平
成
30
年
度
に
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
機
器
及
び
周
辺
機
器

を
更
新
し
、
小
中
学
校
全
て

に
お
い
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
が
で
き
て
い
る
。

　
　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は

　
　

家
庭
学
習
で
の
利
用
も

可
能
か
。
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境

が
な
い
家
庭
へ
の
対
策
は
。

　
　

教
育
長

　
　
　
鏡
野
町
は
、
児
童
生

徒
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
学
習
を

積
極
的
に
進
め
て
い
く
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
用
し
た
家
庭

学
習
を
検
討
す
る
中
、
必
要

な
家
庭
に
は
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
ル

ー
タ
ー
の
貸
し
出
し
も
検
討

す
る
。

　
　
　

新
し
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

　
　

が
始
ま
り
、
今
後
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
に
な
る
と
教
師

側
の
負
担
も
大
き
く
な
る
が

そ
の
対
策
は
。

　
　

教
育
長

　
　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
に
限
ら
ず
、
道

徳
や
小
学
校
英
語
の
教
科
化

な
ど
、
教
師
の
負
担
は
ま
す

ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
し
て
は
、
業
務

委
託
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

１
名
が
各
校
を
巡
回
し
、
パ

ソ
コ
ン
教
室
で
の
学
習
や
教

師
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
な
ど
の

専
門
的
な
支
援
を
行
う
こ
と

で
、
教
師
の
負
担
軽
減
を
図

っ
て
い
る
。

　
　
　

保
護
者
へ
の
丁
寧
な

　
　

説
明
は
検
討
し
て
い
る

か
。

　
　

教
育
長

　
　
　

授
業
公
開
（
参
観

日
）
等
で
、
実
際
に
様
子
を

見
て
い
た
だ
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
。

学
校
で
の「
熱
中
症
対

策
」へ
の
取
り
組
み
は

　　
　
　

熱
中
症
対
策
と
し
て
、

　
　

学
校
で
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
各
学
校
、
園
に
は
熱

中
症
計
を
設
置
し
、
熱
中
症

の
危
険
性
を
数
値
で
測
定
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
熱

中
症
の
危
険
指
数
が
高
ま
れ

ば
、
屋
外
で
の
活
動
や
遊
び

を
控
え
、
室
内
で
は
エ
ア
コ

ン
な
ど
を
適
宜
活
用
し
、
水

分
補
給
に
つ
い
て
も
こ
ま
め

な
呼
び
か
け
を
行
う
。

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に

　
　

お
け
る
熱
中
症
対
策
は

十
分
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

か
。

　
　

教
育
長

　
　
　
現
在
、
町
か
ら
各
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
に
熱
中
症
対

策
は
お
願
い
し
て
い
な
い
。

今
後
は
、
文
科
省
の
示
す

「
熱
中
症
事
故
の
防
止
」
の

通
知
や
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会

が
示
す
「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中

の
熱
中
症
予
防
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
な
ど
を
参
考
に
、
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
の
指
導
員
へ
周

知
を
行
い
、
熱
中
症
対
策
を

行
う
。

答答 問問問問

答答 答答

答答答答 問問問問問問

答答答答 問問

答答答答 問問問問

▲タブレット端末を学校で活用

提案提案
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て

　
　
　

毎
年
、
秋
以
降
は
イ

　
　

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
風
邪

が
流
行
す
る
。
今
後
、
医
療

崩
壊
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、

秋
以
降
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
風
邪
の
対
処
方
法
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
策
に
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
行
く
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　

医
療
崩
壊
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に
は
、
ま
ず
、
爆

発
的
な
感
染
を
起
こ
さ
な
い

こ
と
が
必
要
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
初
期
症

状
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
風

邪
の
症
状
と
似
て
お
り
、
見

分
け
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
か
ら
発
生
期
前
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、

例
年
に
増
し
て
町
民
へ
の
推

進
に
力
を
注
い
で
い
く
。
マ

ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
の
励

行
、
人
と
の
距
離
を
保
つ
こ

と
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
み
な
ら
ず
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
や
、
風
邪
の
症
状
の

予
防
に
も
有
効
で
あ
る
。
従

っ
て
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
第
２
波
、
第
３
波

に
備
え
引
き
続
き
、
手
洗

い
・
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
の

有
効
性
を
啓
発
し
て
い
く
。

　
　
　

今
後
の
町
民
の
心
配

　
　

ご
と
や
不
安
の
声
、
支

援
要
望
や
意
見
に
対
し
、
町

は
ど
の
よ
う
な
支
援
計
画
を

実
施
し
て
い
く
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　

第
１
弾
と
し
て
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。
第
２

弾
と
し
て
特
別
定
額
給
付
金
、

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
・
感
染
症
予
防
対
策

を
実
施
中
。
第
３
弾
と
し
て

経
済
・
生
活
支
援
対
策
キ
ッ

ク
オ
フ
事
業
を
順
次
開
始
し

て
い
る
。
今
後
は
第
４
弾
と

し
て
、
悪
化
し
て
い
る
経
済

回
復
対
策
を
予
定
。
時
期
と

し
て
は
、
経
済
が
Ｖ
字
回
復

フ
ェ
ー
ズ
移
行
後
に
、
速
や

か
に
と
考
え
て
い
る
。
今
後

も
新
た
な
生
活
ス
タ
イ
ル
の

中
で
、
経
済
対
策
・
生
活
支

援
を
漏
ら
す
こ
と
な
く
、
遅

れ
る
こ
と
な
く
実
施
し
て
い

く
。
　
　
　

来
年
度
以
降
に
取
り

　
　

組
む
「
鏡
野
町
第
２
次

総
合
戦
略
（
後
期
）
」
・

「
か
が
み
の
創
成
総
合
戦

略
」
の
策
定
計
画
の
見
直
し

や
、
目
標
数
値
の
変
更
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
１
０
０
年
に
一

度
の
危
機
と
言
わ
れ
、
国
際

社
会
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
総
合
計
画
の
策

定
や
目
標
数
値
に
少
な
か
ら

ず
影
響
を
及
ぼ
す
と
想
定
さ

れ
る
が
、
ど
の
程
度
、
ど
う

い
っ
た
分
野
に
影
響
を
及
ぼ

す
か
は
不
明
で
あ
る
。
目
標

数
値
に
つ
い
て
は
計
画
策
定

後
で
あ
っ
て
も
、
変
更
が
必

要
で
あ
れ
ば
、
期
間
内
の
見

直
し
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
災
害
の
発
生

に
対
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　
　

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、

避
難
所
内
で
の
運
営
基
準
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行

く
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　

指
定
避
難
所
の
開
設

に
あ
た
っ
て
は
３
密
（
密
閉
、

密
集
、
密
接
）
を
防
ぐ
こ
と

が
重
要
と
な
る
。
指
定
避
難

場
所
の
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、

３
密
を
避
け
る
た
め
、
昨
年

度
よ
り
多
め
の
指
定
避
難
場

所
を
開
設
し
、
受
付
で
の
検

温
や
体
調
チ
ェ
ッ
ク
、
避
難

者
に
は
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗

い
、
消
毒
な
ど
感
染
症
対
策

を
要
請
し
、
お
互
い
の
間
隔

を
２
㍍
以
上
空
け
る
よ
う
に

配
慮
す
る
。
加
え
て
施
設
内

の
換
気
や
共
同
部
分
の
定
期

的
な
除
菌
作
業
な
ど
衛
生
管

理
の
徹
底
を
図
る
。

　
　
　

今
日
ま
で
の
災
害
発

　
　

生
か
ら
得
た
教
訓
に
よ

り
、
備
蓄
品
の
見
直
し
や
、

災
害
復
旧
に
必
要
な
部
材
や

品
目
の
検
証
、
避
難
所
で
過

ご
し
た
住
民
か
ら
の
改
善
要

望
の
声
に
、
今
後
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　

過
去
の
災
害
発
生
を

受
け
、
新
た
な
防
災
拠
点
と

し
て
整
備
し
た
上
齋
原
振
興

セ
ン
タ
ー
、
富
振
興
セ
ン
タ

ー
を
指
定
避
難
場
所
と
す
る
。

車
中
避
難
も
想
定
し
て
民
間

施
設
の
駐
車
場
の
一
部
を
指

定
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
も

指
定
し
た
。
防
災
備
蓄
品
は

昨
年
度
、
非
常
食
や
飲
料
水

な
ど
の
ほ
か
に
、
避
難
所
用

に
エ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
、
簡
易

ト
イ
レ
、
毛
布
な
ど
を
備
蓄

し
た
。
今
後
は
増
加
し
て
い

く
防
災
備
蓄
品
を
保
管
す
る

備
蓄
倉
庫
の
整
備
も
進
め
て

い
く
。
ま
た
、
平
成
30
年
７

月
豪
雨
で
の
消
防
団
員
の
危

険
な
救
助
活
動
へ
の
反
省
か

ら
、
救
命
胴
衣
、
胴
付
長
靴
、

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
な
ど
を
整

備
し
た
。
避
難
所
利
用
者
要

望
か
ら
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質

の
方
へ
の
配
慮
と
し
て
、
非

常
食
を
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に

変
更
し
た
。
今
後
も
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
や
地
域
座
談
会
を

実
施
す
る
な
ど
町
民
か
ら
の

意
見
を
聞
き
、
環
境
改
善
に

努
め
て
い
く
。

　
　
　

災
害
発
生
時
に
避
難

　
　

費
用
を
補
償
す
る
保
険

『
避
難
保
険
』
が
あ
る
が
、

町
の
加
入
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　

『
避
難
保
険
』
と
は
、

２
０
１
７
年
５
月
に
全
国
町

村
会
で
採
用
さ
れ
、
提
供
を

開
始
し
た
「
全
国
町
村
会　

災
害
対
策
費
用
保
険
制
度
」

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

保
険
は
全
国
の
自
治
体
を
対

象
に
、
自
然
災
害
時
の
避
難

に
か
か
る
自
治
体
の
負
担
を

補
償
す
る
保
険
で
あ
り
、
避

難
場
所
の
設
置
、
食
品
・
飲

料
水
の
提
供
、
応
急
救
助
費

と
し
て
、
職
員
の
時
間
外
手

当
、
消
防
団
員
の
出
勤
手
当

が
あ
る
。
今
後
は
、
保
険
の

加
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

答答 問問

答答問問 問問

答答

問問答答 答答

問問

答答 問問

新たな生活スタイルの中で、今後の経済対策・生活支援
について、漏らすことなく、遅れることなく実施していく

新型コロナウイルス感染症ついて、町民の心配ごとや不安の声、
支援の要望に対し、どのように計画して実行していくのか

牧田　俊一 議員

質問質問

答弁答弁
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答弁答弁

仲西　祐一 議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

　
　
　

今
後
の
経
済
・
生
活

　
　

支
援
対
策
は
誰
に
、
ど

ん
な
取
組
を
検
討
し
て
い
る

の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
支
援
が
必
要
な
個
人
、

事
業
所
に
対
し
、
支
援
内
容

を
調
査
検
証
し
、
遅
滞
な
く

行
う
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
調
査
す
る

　
　

の
か
。

　
　

総
合
政
策
室
長

　
　
　
対
象
者
の
検
討
は
行

っ
て
い
る
。
主
に
観
光
、
旅

客
業
、
飲
食
業
、
イ
ベ
ン
ト

関
係
者
に
何
ら
か
の
方
策
を

打
つ
。

　
　
　

今
後
、
誰
に
、
ど
ん

　
　

な
支
援
策
が
必
要
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
新
し
い
生
活
様
式
に

合
う
観
光
事
業
が
出
来
る
か

を
協
議
し
て
い
る
。

　
　
　

今
後
の
感
染
症
対
策

　
　

を
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

想
定
し
、
取
り
組
む
の
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
第
２
波
、
第
３
波
に

備
え
、
今
ま
で
の
対
応
の
鏡

野
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
行
動
計
画
に
基
づ
い

た
防
疫
対
策
、
周
知
啓
発
、

各
種
生
活
支
援
策
を
検
証
し
、

行
動
計
画
の
見
直
し
が
必
要

で
あ
る
。

　
そ
の
要
点
は
①
初
動
態
勢

の
在
り
方
と
各
班
の
取
組
内

容
の
明
確
化
。
②
感
染
防
止

対
策
の
衛
生
資
材
・
防
疫
資

材
の
備
蓄
、
医
療
機
関
の
必

要
資
材
の
確
保
。
③
町
民
・

企
業
・
地
域
等
に
新
し
い
生

活
様
式
の
実
践
に
つ
い
て
意

識
啓
発
を
検
討
す
る
。
そ
し

て
、
感
染
拡
大
、
不
安
・
混

乱
を
最
小
限
に
留
め
る
よ
う

国
・
県
の
動
向
を
把
握
し
、

対
策
を
講
じ
る
。

　
　
　

学
校
で
感
染
が
発
生

　
　

し
た
場
合
の
対
策
は
。

　
　

教
育
長

　
　
　
児
童
・
教
員
等
の
感

染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
濃

厚
接
触
者
が
保
健
所
よ
り
特

定
さ
れ
る
ま
で
臨
時
休
校
に

す
る
必
要
と
認
識
し
て
お
り
、

現
在
、
教
育
委
員
会
で
対
策

協
議
を
行
っ
て
い
る
。
感
染

し
た
学
校
・
保
育
園
等
も
含

め
、
感
染
拡
大
の
状
況
、
感

染
経
路
の
確
定
等
を
踏
ま
え
、

休
校
の
継
続
、
再
開
を
判
断

す
る
。

　
　
　

台
風
、
大
雨
等
に
よ

　
　

る
避
難
所
で
の
感
染
対

策
は
。

　
　

危
機
管
理
監

　
　
　
内
閣
府
よ
り
避
難
所

で
の
感
染
症
対
策
の
注
意
事

項
が
示
さ
れ
、
そ
の
他
、
県

や
機
関
か
ら
も
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
を
参
考
に
行
う
。

基
本
は
３
密
を
避
け
る
こ
と

に
な
る
。

　
ま
た
、
避
難
所
の
数
も
学

校
施
設
や
空
き
教
室
を
避
難

場
所
と
し
て
考
え
、
学
校
教

育
課
と
協
議
し
準
備
を
進
め

た
い
。　
　
　
　
　
　
　

　
最
後
に
、
濃
厚
接
触
者
へ

の
対
応
は
、
避
難
所
以
外
の

専
用
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
必

要
で
有
り
、
例
え
ば
、
ス
ポ

ー
ツ
ロ
ッ
ジ
鏡
野
と
か
を
関

係
課
と
協
議
し
て
い
る
。

　
　
　

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

　
　

あ
る
の
か
。
明
確
に
こ

こ
ま
で
や
っ
て
い
る
と
言
う

も
の
が
。

　
　

町
　
長

　
　
　
緊
急
事
態
に
必
要
な

も
の
は
着
実
に
揃
え
て
い
る
。

避
難
場
所
で
の
広
い
間
隔
確

保
に
つ
い
て
懸
念
し
て
い
る
。

　
　
　

物
だ
け
で
は
な
く
、

　
　

全
体
的
な
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
。

　
　

危
機
管
理
監

　
　
　
避
難
所
開
設
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
以
前
か
ら
有
り
、

現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
用
に
暫
定
的
な
も
の

を
作
成
し
て
あ
る
。

　
　
　

そ
れ
は
、
第
２
波
、

　
　

第
３
波
、
を
含
ん
だ
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
か
。

　
　

危
機
管
理
監

　
　
　
４
月
に
出
た
国
の
通

知
を
元
に
町
独
自
で
作
成
し
、

準
備
品
や
受
付
手
順
等
が
中

心
に
な
っ
た
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
で
あ
り
、
県
・
国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
も
参
考
に
し
て
い

る
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　
　

ス
感
染
症
の
流
行
に
よ

り
、
地
方
移
住
を
検
討
す
る

人
が
増
え
る
と
予
想
す
る
。

我
が
町
の
移
住
定
住
の
取
組

は
先
進
地
に
比
べ
残
念
な
状

況
で
あ
る
。
も
っ
と
具
体
的

な
取
組
が
必
要
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
は
。

　
　

町
　
長

　
　
　
総
合
相
談
窓
口
の
開

設
、
移
住
・
定
住
ツ
ア
ー
の

取
組
、
お
試
し
住
宅
の
利
用

促
進
な
ど
に
よ
り
、
成
果
が

出
て
い
る
。
今
後
も
、
引
き

続
き
こ
う
し
た
取
組
を
続
け

て
い
く
。
ま
た
、
地
域
に
あ

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
一
般
社
団
法
人

な
ど
の
協
力
を
願
い
一
緒
に

取
り
組
め
る
か
を
考
え
て
い

き
た
い
。

　
　
　

空
き
家
売
買
の
契
約

　
　

に
町
が
関
わ
る
こ
と
が

あ
る
の
か
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
売
買
は
不
動
産
業
者

が
行
い
、
賃
貸
借
は
不
動
産

業
者
が
扱
わ
な
い
の
で
、
町

の
方
で
紹
介
し
、
契
約
を
頂

い
て
い
る
。

　
　
　

賃
貸
借
物
件
は
ど
の

　
　

よ
う
な
物
か
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
所
有
者
の
意
向
に
よ

り
、
町
独
自
、
あ
る
い
は
カ

ガ
ミ
ノ
ミ
ラ
イ
と
情
報
共
有

し
、
所
有
者
と
希
望
者
が
一

致
す
れ
ば
契
約
を
結
ぶ
こ
と

が
出
来
る
と
い
う
物
件
で
あ

る
。
　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
移

　
　

住
定
住
の
検
討
は
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
希
望
者
向
け
の
移
住

体
験
企
画
な
ど
を
次
々
に
実

施
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ

る
。
移
住
定
住
に
は
地
域
と

希
望
者
の
相
互
理
解
を
深
め

る
こ
と
や
地
元
理
解
と
協
力

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
地

域
自
ら
主
体
に
な
り
Ｐ
Ｒ
や

移
住
支
援
を
行
っ
て
い
く
場

合
に
は
町
か
ら
人
的
支
援
や

補
助
金
を
出
す
こ
と
も
と
考

え
て
い
る
。

　
ま
た
、
移
住
者
と
地
域
住

民
を
繋
い
で
く
れ
る
法
人
や

団
体
が
出
て
く
れ
ば
支
援
を

行
う
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

　
　
　

空
き
家
対
策
に
お
い

　
　

て
空
き
家
の
発
生
を
抑

制
し
、
利
活
用
を
推
進
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
現
在
の
取

組
は
。

　
　

町
　
長

　
　
　
空
き
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に

基
づ
き
鏡
野
町
空
家
等
対
策

協
議
会
を
設
置
し
、
本
年
３

月
に
対
策
計
画
を
策
定
し
た
。

中
身
は
基
本
的
な
施
策
と
計

画
の
推
進
を
掲
げ
、
４
月
に

啓
発
チ
ラ
シ
約
５
千
枚
を
配

布
、
倒
壊
の
恐
れ
の
空
き
家

所
有
者
に
は
撤
去
す
る
意
向

調
査
を
準
備
し
て
い
る
。

　
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
空

き
家
情
報
登
録
制
度
の
充
実

を
図
る
た
め
、
地
域
に
出
向

き
の
調
査
や
地
元
区
長
に
所

有
者
を
尋
ね
た
り
し
て
い
る
。

ま
た
、
空
き
家
管
理
に
つ
い

て
幾
つ
か
の
団
体
と
協
議
し

て
い
る
。

答答答答 問問問問答答 問問答答 問問

答答答答 問問問問

答答答答 問問問問答答 問問問問

答答 答答答答 問問問問 答答 問問

答答 問問

今後の新型コロナ対策の対象者は誰か
感染症対策の想定と取組は
新型コロナ禍の移住定住
空き家の利活用と取組は

不安・混乱を最小限にするよう、国・県の動向を把握し、対策を講じる
調査し、結果、支援が必要な方へ

質問質問

従来と変わらず
登録制度の充実および各団体等と協議
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新しい生活スタイルをキーワードとした
社会への転換が必要

コロナ後小規模・分散・ローカルの
新しい地域循環型社会の形成を

一
　
括
　
方
　
式

一
般
質
問

一
般
質
問

光吉　　準 議員

質問質問

答弁答弁

　
　
　

住
民
参
加
の
事
業
仕

　
　

分
け
を
実
施
し
、
花
美

人
の
里
に
つ
い
て
も
議
論
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　
　

町
　
長

　
　
　
本
町
の
予
算
額
は
類

似
団
体
と
比
較
し
て
大
き
く

膨
ら
ん
で
い
る
。
仕
分
け
を

行
う
に
は
事
業
選
定
の
基
準

を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
、

仕
分
け
に
あ
た
り
膨
大
な
時

間
が
費
や
さ
れ
、
仕
分
け
を

行
う
人
に
大
き
な
負
担
に
な

る
。
ま
た
独
自
の
行
政
評
価

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
お
り
、

事
業
仕
分
け
の
導
入
は
慎
重

を
期
し
た
い
。

　
　
　

予
算
削
減
の
切
り
札

　
　

と
し
て
の
事
業
仕
分
け

で
は
な
く
、
人
口
減
少
の
こ

れ
か
ら
の
鏡
野
町
に
と
っ
て

何
が
必
要
か
を
町
民
と
の
間

で
議
論
し
、
合
意
を
し
て
い

く
、
そ
の
た
め
の
事
業
仕
分

け
だ
。
徹
底
し
た
情
報
公
開

と
討
論
に
よ
っ
て
住
民
と
の

新
た
な
合
意
を
つ
く
り
出
す

こ
と
が
必
要
だ
。

　
　

町
　
長

　
　
　
鏡
野
町
に
は
未
来
・

希
望
基
金
事
業
が
10
年
前
か

ら
あ
る
。
町
民
で
で
き
る
こ

と
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
考
え

て
い
た
だ
く
、
住
民
参
加
型

の
社
会
が
未
来
・
希
望
基
金

の
中
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

第
３
期
に
入
っ
た
事
業
の
中

で
ま
だ
新
た
な
発
見
が
で
き

る
も
の
と
念
じ
て
や
ま
な
い
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
対
策
第
４
弾

　
　

は
「
Ｖ
字
回
復
フ
ェ
ー

ズ
移
行
後
の
経
済
回
復
対

策
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
経

済
対
策
だ
け
で
い
い
の
か
。

医
療
・
介
護
・
教
育
・
配

送
・
ご
み
回
収
な
ど
大
切
な

イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
こ
と
、

災
害
へ
の
備
え
な
ど
が
必
要

だ
。
大
規
模
・
集
中
・
グ
ロ

ー
バ
ル
の
社
会
が
新
型
コ
ロ

ナ
の
被
害
を
招
い
た
。
小
規

模
・
分
散
・
ロ
ー
カ
ル
の
新

し
い
地
域
循
環
型
社
会
を
目

指
す
べ
き
で
は
。

　
　

町
　
長

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
共

存
と
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
社
会

へ
の
転
換
、
そ
れ
に
即
し
た

施
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　

６
月
４
日
に
全
国
知

　
　

事
会
議
が
「
コ
ロ
ナ
を

乗
り
越
え
る
日
本
再
生
宣

言
」
を
採
択
し
た
。
全
国
各

地
が
感
染
症
の
脅
威
に
も
強

く
し
な
や
か
に
対
応
し
、
持

続
的
に
成
長
で
き
る
「
新
次

元
の
分
散
型
の
国
土
」
創
出

を
宣
言
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
や
一
極
集
中
へ
の
反

省
が
必
要
だ
。
日
本
は
マ
ス

ク
や
医
療
用
ガ
ウ
ン
も
自
給

で
き
な
い
国
に
な
っ
て
い
る
。

近
隣
の
市
町
村
と
協
議
を
し

て
、
鏡
野
町
と
し
て
何
が
で

き
る
の
か
を
考
え
る
べ
き
だ
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
ほ
ぼ
期
待

で
き
ず
、
観
光
な
ど
の
今
後

も
具
体
的
な
検
討
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
新
し
い
生

活
ス
タ
イ
ル
と
い
う
個
人
の

責
任
の
よ
う
な
話
で
は
な
く
、

行
政
と
し
て
何
が
で
き
る
の

か
、
町
独
自
の
基
金
を
創
出

し
て
、
総
合
的
な
対
策
を
立

て
る
べ
き
で
は
。

　
　

町
　
長

　
　
　
ウ
イ
ズ
・
コ
ロ
ナ
で
、

も
は
や
コ
ロ
ナ
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
様
に
考
え
ら
れ

る
、
そ
の
時
代
も
近
い
の
で

は
な
い
か
。
観
光
で
は
、
具

体
的
に
行
政
は
ど
う
す
る
の

か
ま
だ
見
え
な
い
が
、
答
え

は
町
民
が
持
っ
て
い
る
。
町

民
が
自
分
の
足
元
を
見
る
よ

う
な
努
力
を
し
な
い
と
町
が

よ
く
な
ら
な
い
。

　
　
　

気
候
変
動
・
自
然
破

　
　

壊
が
ウ
イ
ル
ス
伝
播
に

関
係
し
て
い
る
と
の
指
摘
が

あ
る
。
自
然
破
壊
に
よ
っ
て

人
と
自
然
界
の
境
界
が
崩
れ
、

未
知
の
ウ
イ
ル
ス
に
人
類
が

遭
遇
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で

急
速
に
世
界
中
に
新
た
な
感

染
症
が
広
が
っ
て
い
る
。
環

境
対
策
に
本
腰
を
入
れ
る
べ

き
だ
。

　
　

町
　
長

　
　
　
温
暖
化
防
止
意
識
の

高
揚
と
自
主
的
な
取
り
組
み

を
促
し
て
い
る
。
豊
か
な
森

林
資
源
を
生
か
し
、
鏡
野
町

ら
し
い
森
林
づ
く
り
に
よ
る

循
環
型
社
会
を
目
指
し
た
い
。

　
　
　

梅
雨
に
入
り
、
放
課

　
　

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
暑
さ

は
相
当
の
も
の
と
聞
い
て
い

る
。
３
密
、
暑
さ
対
策
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

町
　
長

　
　
　
児
童
ク
ラ
ブ
は
３
密

に
な
り
や
す
い
環
境
だ
。
手

洗
い
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
の

指
導
を
行
い
、
施
設
内
の
消

毒
、
換
気
、
児
童
の
健
康
観

察
も
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

小
ま
め
な
温
度
調
整
、
水
分

補
給
に
気
を
配
り
、
屋
外
活

動
は
短
時
間
と
し
、
休
憩
を

十
分
と
る
な
ど
指
導
し
て
い

る
。
　
　
　

避
難
所
に
も
な
る
体

　
　

育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
を
計
画
的
に
進
め
る
べ
き

だ
。

　
　

保
健
福
祉
課
長

　
　
　
雨
が
降
っ
た
場
合
の

遊
び
場
所
と
し
て
体
育
館
は

有
効
だ
が
、
30
分
に
１
回
５

分
程
度
の
換
気
が
あ
り
、
そ

れ
も
踏
ま
え
て
、
ど
う
体
育

館
を
活
用
し
て
い
く
か
検
討

し
た
い
。

　
　
　

各
種
の
講
演
会
や
講

　
　

座
が
中
止
と
な
っ
て
い

る
。
ネ
ッ
ト
配
信
、
鏡
野
テ

レ
ビ
の
活
用
で
開
催
す
る
べ

き
で
は
。

　
　

町
　
長

　
　
　
著
作
権
、
講
師
の
同

意
な
ど
課
題
が
あ
り
、
鏡
野

テ
レ
ビ
と
協
議
が
必
要
。
ネ

ッ
ト
配
信
の
方
法
や
テ
レ
ビ

の
活
用
方
法
を
検
討
し
た
い
。

答答 問問問問

答答答答 問問

答答答答答答 問問問問問問

答答 問問問問

答答

事
業
仕
分
け
の
導
入
は
、

慎
重
を
期
し
た
い

花
美
人
の
里

住
民
参
加
の
事
業
仕
分
け
を

質問質問

答弁答弁
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委
員
長
　 

光
吉
　
　
準

副
委
員
長
　 

牧
田
　
俊
一

委
　
　
員
　 

飯
綱
　
洋
平

　
　
　
　
　 

仲
西
　
祐
一

　
　
　
　
　 

片
田
八
重
美

　
　
　
　
　 

中
西
　
省
吾

　
　
　
　
　 

原
　
　
章
倫

【
広
報
特
別
委
員
】

編
集
後
記

開かれた議長室の報告とお知らせ
　５月に上齋原・富振興センターで「開かれ
た議長室」を行いました。
　上齋原地域の方から、新型コロナ対策で
特に観光業、飲食業に支援をお願いしたい。
　富地域の方からは、地域づくり協議会に
「健康のむらづくり事業」「美しい町づくり
事業」をさせ、地域サポーター費を、議会が

全会一致で修正削除した事業予算にしたこと
は理解できない、との声がありました。
　ご意見を真摯に受け止め課題解決に向け取
り組んで参ります。議会は町民福祉のために
存在しています。
　今後とも議会に対し、ご指導・ご鞭撻をよ
ろしくお願いいたします。（中西省吾）

「
声
の
広
場
」募
集
し
て
い
ま
す

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
様
の
投
稿
を
掲
載
し
ま
す
。

　

議
会
に
対
す
る
ご
意
見
や
、
要
望
、
イ
ラ
ス
ト
、

写
真
、
四
コ
マ
漫
画
な
ど
何
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

ど
う
な
っ
た
？
あ
の
質
問
!!「
追
跡
コ
ー
ナ
ー
」

　

「
あ
の
質
問
は
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
た
の
か
？
」

　

町
民
の
皆
様
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
声
が
あ
れ
ば

追
跡
い
た
し
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
情
報
、
声
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
６
月
25
日
に
６

月
会
議
は
閉
会
し
ま
し
た
。

９
月
２
日
ま
で
休
会
に
し
て

い
ま
す
。
（
こ
の
間
必
要
が

あ
れ
ば
随
時
会
議
を
開
会
し

ま
す
）

　

こ
の
「
か
し
の
木
」
第
５

号
は
４
月
・
５
月
の
随
時
会

議
並
び
に
６
月
会
議
の
内
容

を
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
議
会
だ
よ
り

を
発
行
し
て
早
１
年
が
経
ち

ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
か
ら

一
定
の
評
価
は
頂
い
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
皆
様

と
の
双
方
向
の
や
り
取
り
が

出
来
ず
、
一
方
的
に
お
知
ら

せ
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
と

反
省
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
の
愛
称

の
命
名
者
の
理
由
に
「
町
の

木
で
あ
り
、
樫
（
オ
ー
ク
）

の
木
の
花
言
葉
は
、
強
さ
、

も
て
な
し
、
愛
国
心
、
勇
気
、

独
立
、
誠
実
な
ど
で
、
寒
さ

や
暑
さ
に
も
強
く
大
き
く
育

つ
よ
う
で
す
。
議
会
・
行

政
・
町
民
が
力
を
合
わ
せ

『
か
し
の
木
』
の
よ
う
に
大

き
く
育
ち
繁
栄
す
る
よ
う

に
」
と
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
願
い
を
忘
れ
ぬ
よ
う

有
言
実
行
し
て
参
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
中
西
省
吾
）

シリーズ❺ 議会用語

鏡野町議会を傍聴してみませんか!!

議会や議員、行政に関する用語をわかりやすく解説します。

　議会が議決をしなければならない事項を、町長が議
会に代わって意思決定をすることです。時間的に議会
の招集を待てない緊急の場合などに、町長が専決処分
できることとなっていますが、処分の後に、議会に報
告し承認を求める議案の提出が必要です。
　本町議会は通年会期制としており、極力専決処分で
はなく、随時会議による審議を経ての議決としています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （原　章倫）

専決処分とは？

中央公民館
泉公民館
上齋原公民館
富公民館

３密をさける会場設営にしています。

場   　所時   間曜日日月

火
６日
20日
10日
17日

10月

11月

18:30
～
20:30

お
そ
ば
屋

  

開
店

    

し
ま
～
す

検
温

 

し
ま
す

  

け
え

並
ん
で

 

く
れ
ん
さ

  

い
よ
～
っ

ク
マ
!!

シ
カ
も
!!

議案の提案理由説明
議案の質疑
一般質問
常任委員会議案審査
委員会報告・質疑、討論、表決

主な内容と　　き
９月３日㈭ 10:00～
９月７日㈪ 10:00～
９月14日㈪ 10:00～
９月15日㈫・17日㈭・18日㈮ 10:00～
９月25日㈮ 10:00～

次回定例会の日程（予定）

【問合せ】議会事務局  54-2926

詳しくはホームページなどで確認してください。

次回の発行は令和２年11月１日の予定です。

６月会議傍聴者人数
　３日（提案）…２名、５日（質疑）…２名、15日（一般質問）…６名、
　25日（表決）…２名
６月常任委員会傍聴者人数
　16日（総務）…０名、17日（文教厚生）…１名、19日（産業）…３名

応
募
先　
〒
７
０
８-

０
３
９
２

　
鏡
野
町
竹
田
６
６
０ 

鏡
野
町
議
会
事
務
局

　
電　
話　
５
４-

２
９
２
６

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
５
４-

４
４
４
５


